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1．はじめに

　住宅サービス科のアビリティー訓練を実施する
際，指導案を作成し訓練計画の明確化に心がけてき
た。指導案の作成では次の２点を意識してきた。
①　POCEを明確にする。
②　指導項目を目標分析法や作業分解法で明らかに
し，１つひとつの指導項目を受講生が確実に習得
できる手段を検討する。
　ところが今回新たに計画した小屋組のセミナー
で，上記①②を意識して計画するだけでは，受講生
の満足を十分に得られないことがわかった。必要な
ことは①②に加え，「POCEの一貫性を確保する」
ことだった。本稿では，POCEの一貫性を確保する
訓練計画について報告する。

2．POCEとは

　POCEとは，職業能力開発総合大学校の新井吾朗
先生が考案した訓練計画の考え方である。訓練の目
的PurposeのＰ，目標ObjectivesのＯ，指導項目
ContentsのＣ，そして評価EvaluationのＥをまとめ
てPOCE（ポース）と呼び，次の２項目を満たすこ
とがよい訓練計画の条件とされる。
①　POCEの４要素が明確であること。
②　POCEの一貫性が確保できていること。
　以下に詳しく示す。
　まずPOCEを明確にするとは，POCEを書き出す

ことである。表１はPOCEを明確にするため使用し
たフォーマットである。
　目的（Ｐ）は，訓練を実施する理由である。目的
を明確にするため次の３点を記述する。
・受講する訓練生が解決すべき問題：現実の職業生
活の中で抱えている問題。訓練を受講し能力を高
めることで解決したいと考えている問題。
・受講前の訓練生の既習得能力の現状
・受講後の訓練生の修了者像
　目標（Ｏ）は，目標達成の判断基準である。目標
は，訓練終了時に受講生が習得する能力を「～でき
る」と行動で記述する。指導項目（Ｃ）は，受講生
を目標に到達させるために指導員が指導する内容で
ある。評価（Ｅ）は，受講生が目標に到達できたこ
とを評価する方法である。

　次に，POCEの一貫性の確認である。確認するの
は，以下６組の論理的な整合がとれているかであ
る。

目　　的 問　　題：
現　　状：	
修了者像：

目　　標 ・～できる
・～計画できる
・～判断できる

指導項目 ・～の手順
・～の判断基準
・～の感覚

評　　価

表１　POCE記述フォーマット例
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①　目的―目標
②　目標―指導項目
③　指導項目―評価
④　目標―評価
⑤　目的―指導項目
⑥　目的―評価

3．POCEが一貫しない訓練計画の例

3.1　POCEの明確化

　私が実施した小屋組セミナーは，反省すべき結果
となった。このコースは，雇用・能力開発機構のカ
リキュラムモデル「隅木・振垂木の加工・組立の実
践技術」18時間のコースである。カリキュラムを明
確にするため，POCEを表２のように設定した。

3.2　POCEの一貫性の確認

　このセミナーは終了時の受講者アンケートで，受
講生の満足を得られなかった。その理由を検討する
と，POCEの一貫性が崩れていたことに気づいた。
表２に示すPOCE６組の一貫性確認と，その判断理
由を以下に示す。
①　目的―目標：一貫しない
　目的の問題の欄に「１人で作業できない」とある
が，目標の欄には「１人で」という条件を設定して
いない。このため訓練終了時に指導員が受講生をみ

て「できるようになった」と評価するレベルと，受
講生が自分で「できるようになった」と満足するレ
ベルに違いが生じてしまった。
②　目標―指導項目：一貫する
　目標達成に必要な指導項目をすべて明示している。
③　指導項目―評価：一貫する
　指導項目と技能検定課題に必要な項目が一致する。
④　目標―評価：一貫する
　目標で設定した加工部材が技能検定課題の加工部
材と一致する。
⑤　目的―指導項目：一貫しない
　設定した目的の欄では明確化できていないが，こ
のセミナーを実施するに至った本来の目的は「現場
作業ができるようになる」ことである。現場作業が
できるためには，必要な指導項目が不足する。例え
ば実施したセミナーでは部材の加工寸法を指導員が
提示したが，現場作業では作業者自ら導き出さなけ
ればならない。
⑥　目的―評価：一貫しない
　目的である現場作業で必要な能力と，評価で設定
した技能検定課題の評価する能力が異なる。現場作
業で必要な能力は，加工寸法の立案や電動工具の効
率的な使用である。他方，技能検定作業が評価する
能力は，手加工による高度な加工精度や速度である。
　以上を整理すると，目的と目標が一貫しなかった
ため，目標以下の指導項目・評価が目的から外れた
内容になってしまったのだ。受講生は「現場作業が
できるようになる」意気込みでセミナーを受講した
が，セミナー終了時に身についた能力は技能検定課
題を作れるようになっただけで，現場作業ができる
自信を持てなかった。受講生がセミナーに対し不満
を感じたのは，このことが原因と考えられる。

4．POCEが一貫した訓練計画

　以上のようにPOCE ６組の一貫性を確認すると，
目的と目標・指導項目・評価の一貫性が崩れていた。
目的との一貫性が崩れたのは，次の３点が原因だと
考えられた。
①　目的が曖昧で一貫性の判断が難しい。

目　　的 問　　題：小屋組施工の際，必要部材の墨
付加工ができないと，施工を任
されても１人で作業できない。

現　　状：小屋組の墨付加工ができない。
修了者像：必要部材の墨付加工ができること。

目　　標 隅木，桁，垂木，鼻隠し，振れ垂木の墨付
加工ができる。

指導項目 ・小屋組の各種工法
・課題の提示
・規矩術を使った部材の墨付
・現寸図を使った部材の墨付
・手工具を使った加工・組立
・成果の確認

評　　価 技能検定１級課題の作成

表２　小屋組セミナーのPOCE一覧
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②　目標が曖昧で目的と一貫しない。
③　技能検定課題が評価として適切か，目的に照ら
して検討していない。
　こうした反省を踏まえ，POCEが一貫するよう改
善した計画案を以下に示す。

4.1　目的を明確にする

　曖昧な目的を明確にするため，次の２点を改善し
た。
①　受講生が仕事上で，実際に作業すると想定され
る現場を明記する。
②　受講生の既有の能力を明記する。
　改善前・後の目的を表３，４に示す。

　表４に示すように作業の特性を明確にするため，
作業現場の３要素を「現場種類，加工部材，作業種
類」に整理して記述した。改善したセミナーでは，
次のような作業現場を想定した。
・現場種類：寄棟屋根の棒隅屋根，振れ隅屋根

・加工部材：隅木と隅木を納める周辺部材
・作業種類：墨付加工
　また表４では訓練対象とすべき能力を明確にする
ため，受講生の保持能力を３要素「できること，で
きないこと，不足能力」に整理して記述した。改善
したセミナーでは，次のような保持能力を想定した。
・できること：寄棟の棒隅屋根や振れ隅屋根の施工
を現場で見たことがある。施工を援助したことが
ある。切妻屋根であれば１人で墨付加工できる。
・できないこと：寄棟の棒隅屋根や振れ隅屋根の部
材を１人で墨付加工したことがない。
・不足能力：隅木と周辺部材の墨付加工能力が不足
する。

4.2　目的―目標の一貫性

　目標は①目的と一貫すること，②具体的な表現で
あることが求められる。具体的とは解釈を一通りに
限定できることである。解釈を限定できないと目標
をもとに指導項目・評価を設定する際，本来の目的
と一貫性が崩れしまう。
　上記①②の条件を満たすため，目標は大・小２つ
の段階に分けて設定した。大・小目標の設定で留意
したことは，以下のことである。
・大目標：対象，条件，基準を明記する。
・小目標：大目標を作業手順ごとに分解する。
　改善前・後の目標を表５，６に示す。

目　　的 問　　題：寄棟屋根の棒隅屋根や振れ隅屋
根の現場で必要な加工部材に隅
木がある。隅木を納めるには，
隅木を納める周辺部材の墨付加
工ができなければ，１人で作業
できない。

現　　状：寄棟の棒隅屋根や振れ隅屋根の
施工を現場で見たことがある。
施工を援助したことがある。切
妻屋根であれば１人で墨付加工
できる。１人で墨付加工したこ
とがない。隅木とその周辺部材
の墨付加工能力が不足する。

修了者像：寄棟の棒隅屋根や振れ隅屋根の
現場作業で，隅木と周辺部材の
墨付加工を任せても，１人で作
業ができる人を養成することを
目的とする。

目　　的 問　　題：小屋組施工の際，必要部材の墨
付加工ができないと，施工を任
されても１人で作業できない。

現　　状：	必要部材の墨付加工ができない。
修了者像：	必要部材の墨付加工ができること。

目　　標 隅木，桁，垂木，鼻隠し，振れ垂木の墨付
加工ができる。

目　　標

・	墨付に必要な寸法を図面から30分以内で
導ける。
・	規矩術や現寸図を使って90分以内で墨付
できる。
・	電動工具を使って効率的に60分以内で加
工できる。

寄棟屋根に必要な部材のうち１）隅木/振
れ隅木と，２）桁，３）垂木の墨付加工
が３時間以内かつ間違い箇所が１ヵ所以
内で，１人でできる。

表３　改善前の目的

表４　改善後の目的

表５　改善前の目標

表６　改善後の目標
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4.2.1　対象，条件，基準を明記する

　目標は，作業の「対象，行動，条件，基準」の４
項目を記述する。対象と行動は必ず，条件と基準は
可能なかぎり記述すると目標を具体化できる。表５
の改善前の目標では，作業の対象が「隅木，桁，垂
木，鼻隠し，振れ垂木」，行動が「墨付加工ができる」
である。条件，基準は設定していない。
　改善前の目標が曖昧で目的と一貫しなかったの
は，上記４項目のうち３項目「対象，条件，基準」
に以下の不備があったからだ。
・対象が目的と一貫しない。
・条件の記述がない。
・基準の記述がない。
　そこで表６の□部のように改善し，大目標とし
た。
　対象が目的と一貫しないのは，目的の作業対象と
目標の作業対象が一貫しないからだ。本来の目的の
対象は「隅木」と「周辺部材」である。このとき「隅
木」に対して「周辺部材」は補助的な要素だが，表
５の改善前の目標では周辺部材が数多く設定され主
たる作業対象になっていた。表６の対象は３部材に
限定し「１）隅木/振れ隅木と，２）桁，３）垂木」
とした。
　条件は，訓練生が作業をするときの「助け」の条
件である。「テキストを確認しながら」「先輩に要所
の確認を受けながら」「１人で」などが作業の助け
となる。表６の条件は，「１人でできる」とした。
これは，目的の問題の欄に「１人で作業ができない」
と設定していたからである。
　基準は，作業結果の品質と所要時間である。墨付
加工であれば，基準は「組立に必要な精度で」「間
違い箇所が０で」「30分で」などが品質や所要時間
となる。表６の基準は，「３時間以内」「間違い箇所
が１ヵ所以内で」とした。これは作業経験のない訓
練生が，現場で求められる最低基準を想定した。

4.2.2　大目標を作業手順ごとに分解する

　設定した大目標を具体化するため，想定される作
業手順にそって分解し小目標とした。小目標は表６
の大目標の下段のように，次の３項目を設定した。

・墨付に必要な寸法を図面から30分以内で導ける。
・規矩術や現寸図を使って90分以内で墨付できる。
・電動工具を使って効率的に60分以内で加工でき
る。

4.3　目的―指導項目の一貫性

　目標は上記の手順で，目的で設定した現場作業を
想定して明確にした。次に目標に到達するための指
導項目を再検討した。
　改善前・後の指導項目を表７，表８に示す。

　作業現場を想定したことで，表８の①～③を追
加・変更した。
①　加工寸法の決定
　項目を追加したのは，現場作業では加工寸法を作
業者自ら決定しなければならないからである。
②　規矩術を使った部材の墨付
　技能検定課題で設定されている高度な仕口仕様か
ら，現場で使われる平易な仕口仕様に変更した。
③　電動工具を使った加工・組立
　技能検定課題は手加工が作業条件であるが，現場
作業で電動工具を用いる実態に合わせた。

4.4　目的―評価の一貫性

　目的と評価を一貫させるため，評価課題を図１か
ら図２に改善した。

指導項目 ・小屋組の各種工法
・課題の提示
・規矩術を使った部材の墨付
・現寸図を使った部材の墨付
・手工具を使った加工・組立
・成果の確認

指導項目 ・小屋組の各種工法
・課題の提示
①図面からの加工寸法の決定
②規矩術を使った部材の墨付
・現寸図を使った部材の墨付
③電動工具を使った効率的な加工・組立
・成果の確認

表７　改善前の指導項目

表８　改善後の指導項目
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　図１の技能検定課題は高度な加工（精度と速度）
を評価する課題であるため，設定した目的で対象と
しない部材の加工が存在する。これを課題とする
と，訓練生がすでに知っている項目まで指導しなけ
ればならない。

　図２の課題は，目的で対象とする３部材（隅木/
振れ隅木，桁，垂木）に絞って評価できるようにし
た。これによって評価のために指導するのではな
く，指導したことを評価できるようにした。

5．まとめ

　POCEの一貫性を確保することは，設定した目的
を達成するための訓練を計画する際，非常に重要で
ある。
　しかしPOCEの一貫性は崩れることがある。一貫
性が崩れやすいのは，既存のテキストや評価方法
（例えば技能検定のような）をもとに計画する際で
ある。本来の訓練の目的は現場作業ができるように
なることである。それをテキストがあるから，技能
検定課題があるからと，それらをベースに指導計画
を立案すると，現場作業で本当に必要とされている
ことを指導しそこなってしまう可能性があると今回
実感することができた。
　今回検討した結果，POCEの一貫性を確保するに
は，以下の３点を注意すべきだとわかった。
①　目的を明確にするために，作業の特性や受講生
の能力を明らかにすること。
②　目標を明確にするために，目的を目標として確
実に反映させ，さらに目標を分解して具体的に設
定すること。
③　指導項目の設定は，既存のテキストや評価方法
に従って設定するのではなく，あくまで現実の作
業から設定した目標に対応して導き出すこと。
　作成した訓練計画案による訓練はまだ実施してい
ないが，今後実施して成果を確認し，さらに改善を
進めていきたい。

図１　改善前の課題

図２　改善後の課題


